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1. 研究の概要 

 埼玉県の中山間部に位置するときがわ町（都幾川

村と玉川町が合併）では、合併後の代替バスの運行

見直し計画検討のため、町民のバス利用者需要の推

定を行う必要が発生した。本共同研究では、これま

で詳細が把握されず、さらに２つの自治体がそれぞ

れ運行していた代替バスについて、町全体でどのよ

うなサービスを提供すべきかの議論のための利用

者需要の把握を、全世帯対象のアンケート調査で実

施した。アンケートの配布対象は、ときがわ町内の

日本人世帯（4441 世帯）であり、中学生以上の町民

に回答を依頼した。回収数は 4584 部となり、対象

人数 11797 人の 38.9％と高い回答率を得た。 

 アンケートでは、A.町路線バスの利用状況、B.町

路線バスのサービス評価、C.鉄道の利用状況、D.将

来的なバスの運行に対する評価、E.現在・将来の外

出する際の交通手段について、F.移動需要（外出目

的・移動手段など）の各項目について調査を行った。 

 ときがわ町に関するバス路線図を図に示す。町内

には JR 八高線の「明覚駅」があるが、周辺の「小

川町駅」や「嵐山駅」、「越生駅」へバス路線が接続

している。アンケート結果からも、この 4 駅へのバ

ス利用が、通勤・通学や通院・娯楽などの目的地と

して実際に利用されていることが判明した。一方、

合併前の自治体の路線を引き継いだことから、距離

が長いバス路線や、町内を迂回するような路線、路

線の重複区間が存在することも問題視されていた。

日常的なバス利用者の約 15％が、町内バス同士を乗

り継ぎしており、その評価も低いことが判明した。 

アンケート調査では、今後の具体的な改善方針と

して、鉄道駅とバスの接続性向上のための乗り換え

機能の充実や、重複区間のシャトルバス化の提案に

ついての意向についても調査をおこなった。乗り継

ぎ性の改善と、鉄道駅への接続性改善は、利用者に

とって大きな期待があることが判明した。 

凡例

小川町駅―竹の谷 
役場第 2 庁舎前―慈光寺 
越生駅―日向根 
武蔵嵐山駅―日影終点 
武蔵嵐山駅―役場第 2 庁舎前 
役場第 2 庁舎前―大附そば道場入口 

 

図 ときがわ町のバス路線図 

2. 今後に向けて 

なお、これらの結果は「ときがわ町地域公共交通

懇談会(H21.3 開催)」で既に報告された。H21 年度に

おける具体的な検討データとして生かされる予定

である。 
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